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第５期科学技術基本計画の推進に向けて 

（第 54 回科学技術・学術審議会総会提出資料） 

平成 28 年４月 26 日 

 

（背景） 

○ 科学技術イノベーションに関する今後５年間（平成 28～32 年度）の基本方針である

「第５期科学技術基本計画」が本年１月に閣議決定された。当該計画は、本審議会（総

合政策特別委員会）において検討・策定を進めた「我が国の中長期を展望した科学技術

イノベーション政策について～ポスト第４期科学技術基本計画に向けて～」の課題認識、

基本的考え方、具体的提案等が十分に盛り込まれたもの。 

○ また、第５期基本計画では、「基本計画を５年間の基本指針としつつ、毎年度『科学

技術イノベーション総合戦略』を策定し、柔軟な政策運営を図っていく」、「計画の進捗

及び成果の状況を把握していくため、指標や目標値を定め、恒常的に政策の質の向上を

図っていく」といった、具体的なフォローアップの仕組みが盛り込まれた。総合科学技

術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）では、当該計画をフォローアップするための「科

学技術イノベーション政策推進専門調査会」が設置されたところ。 

○ こうした状況を踏まえ、科学技術イノベーション政策の推進において重要な役割を担

う文部科学省が、第５期基本計画を適切に推進し、ＣＳＴＩでの各種検討にも資するよ

う、本審議会において当該計画を強く意識した調査審議を進めていくことが肝要。 

 

（本審議会における進め方（案）） ※別添参照 

○ 第５期基本計画が掲げる施策等の実施状況について、大学や国立研究開発法人といっ

た研究現場における実態や、定量的指標の推移等も含めて把握・分析を行いながら、文

部科学省の政策・施策の改善や提案につなげていく。 

○ その際、科学技術・学術審議会の各分科会等においては、第５期基本計画を踏まえ、

各担当領域にて当該計画を具体化・実行していくための調査審議等を進め、その方向性

や具体的取組を取りまとめ、フォローアップしていくことが望ましいのではないか。（例

えば、研究計画・評価分科会において、第５期基本計画第２章及び第３章の記載事項を

具体化する研究開発計画の作成を開始しているところ。こうした基本的指針の作成とフ

ォローアップ作業を、第４章以降の記載事項を担当する分科会等でも進めていくことが

望ましいと考えられる。） 

○ 加えて、第５期基本計画の推進状況を、全体俯瞰の観点からフォローアップしていく

ためには、総合政策特別委員会において機動的な調査検討を行っていくことが適切では

ないか。 

参考資料１ 
先端研究基盤部会（第 16回）・ 

研究設備共用プラットフォーム委員会（第 5回） 
H28.11.29 



 
 



（別添１） 第５期基本計画の推進の観点からの科学技術・学術審議会分科会等の役割のイメージ

研究計画・評価分科会

海洋開発分科会

先端研究基盤部会

学術分科会

戦略的基礎研究部会

人材委員会

産学連携・地域支援部会

国際戦略委員会

※主に２章（未来の産業創造と社会変革
に向けた新たな価値創出の取組）及び
３章（経済・社会的課題への対応）の推
進を担う

※審議会令及び大綱的指針に基づき、
研究開発計画策定と研究開発事業の
評価を実施

※主に４章（科学技術イノベーション
の基盤的な力の強化）の推進を担う

※主に５章（イノベーション創出に向けた
人材、知、資金の好循環システムの構
築）の推進を担う

総合政策特別委員会
の役割（案）

①第５期基本計画の進捗状況を
適切に把握し分析。

②科学技術イノベーション政策

推進の上で、文部科学省全体
を俯瞰した観点から課題を抽出。

③抽出した課題を、文部科学省

が実施する具体的政策・施策に
つなげる。

※ 総合政策特別委員会は、各分
科会等の調査審議等を補完する
役割として機能することが重要。

※ 俯瞰の対象には、科学技術・学
術審議会傘下の分科会等のみな
らず、科学技術イノベーション政策
に関連する全ての文部科学省で
の検討（例：高等教育政策に関す
る検討等）を含む

※上記図は、あくまでも第５期基本計画推進の観点からの各分科会等の役割や関係を示したものであり、各分科会等の調査審議事項は第５期基本
計画推進の観点以外にも存在していることに留意。

総会

資源調査分科会／測地学分科会／技術士分科会／生命倫理・安全部会

総
合
政
策
特
別
委
員
会
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※第５期基本計画全体に記載された国
際戦略（主に４章、５章、７章に記載）
の推進を担う



（別添２） 第５期基本計画の推進に向けた検討スケジュールのイメージ

平成28年度
4月 5月 6月 8月 10月 12月 1月 2月 3月

平成29年度
4月 6月 8月 10月 12月 1月 ・・・続く

主要スケ
ジュール

総会

総合政策
特別委員
会

各分科会
等

（参考）

研究計画・
評価分科
会／

◇成長戦略、
総合戦略
閣議決定

◇科技白書
閣議決定

◇Ｈ２９概
算要求

◇研発法人
評価決定

◇Ｈ２９
予算案
決定

◇第８期終了
◇第９期開始

◇成長戦略、
総合戦略
閣議決定

◇科技白書
閣議決定

◇Ｈ３０概
算要求

◇研発法人
評価決定

◇Ｈ３０
予算案
決定

◆基本計画
推進開始

◆政府の予
算・施策、各
分科会等の
状況報告

◆政府の予算・
施策、各分科
会等の状況報
告（総政特成
果物の報告
等）

◆第９期
キックオフ
会合

◆調査検討
事項検討、
全体俯瞰

◆全体俯瞰、
横串課題
抽出

◆ ◆ ◆

テーマ別の
深掘り検討
（横串課題）

◆成果物の
取りまとめ

◆全体俯瞰 ◆全体俯瞰、
横串課題
抽出

◆成果物の
取りまとめ

◆ ◆ ◆

テーマ別の
深掘り検討
（横串課題）

各分科会等において、第５期基本計画を意識し、基本的指針作成やフォローアップ等の調査審議を実施
※調査審議のスケジュール等は、各分科会等に委ねられる

（必要に応じ）総政特報告内容をＨ３０
要求等に反映するための検討加速

◆研究開発計画
骨子案の検討

◆研究開発計画
素案の審議、新
規課題の事前
評価

◆研究開発計画
案の審議

◆研究開発計画
の決定

◆研究開発計画
を踏まえた俯瞰
的評価の開始

3

◆政府の予
算・施策、各
分科会等の
状況報告

◆政府の予算・
施策、各分科
会等の状況報
告（総政特成
果物の報告
等）
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主 査 濵口 道成 国立研究開発法人科学技術振興機構理事長
主査代理 庄田 隆 第一三共株式会社相談役

新井 紀子 国立情報学研究所教授・社会共有知研究センター長
伊地知寛博 成城大学社会イノベーション学部教授・学長補佐
稲葉 カヨ 京都大学理事・副学長（男女共同参画・国際・広報担当）
小野寺 正 ＫＤＤＩ株式会社取締役会長

一般社団法人 日本経済団体連合会未来産業・技術委員会委員長
春日 文子 国立研究開発法人国立環境研究所特任フェロー
木村 廣道 東京大学大学院薬学系研究科ファーマコビジネス・イノベーション教

室客員教授
株式会社ファストトラックイニシアティブ代表取締役

五神 真 東京大学総長
白石 隆 政策研究大学院大学長
竹山 春子 早稲田大学理工学術院教授
知野 恵子 読売新聞東京本社編集局企画委員
土井美和子 国立研究開発法人情報通信研究機構監事
永井 良三 自治医科大学学長
西尾章治郎 大阪大学総長
細野 秀雄 東京工業大学 元素戦略研究センター長
松本 毅 株式会社ナインシグマ・ジャパン ヴァイスプレジデント
結城 章夫 山形大学名誉教授（前山形大学長）

（参考１） 総合政策特別委員会委員名簿

(平成28年４月１日現在)



（参考２） 総合科学技術・イノベーション会議 専門調査会の構成
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総合科学技術・イノベーション会議

① 科学技術に関する基本的な政策の調査審議
② 予算・人材等の資源配分方針等の調査審議
③ 国家的に重要な研究開発の評価
④ イノベーション創出に関する環境整備等の調査審議

評価専門調査会

<調査･検討事項>
• 評価のためのルール
作り

• 国家的に重要な研究
開発の評価

生命倫理専門調査会

<調査･検討事項>
生命科学の急速な発展に
対応するため、ヒトに関する
クローン技術等の規制に関
する法律第４条第３項に基
づく特定胚の取扱いに関す
る指針の策定等の生命倫
理に関する調査・検討

基本計画専門調査会

<調査･検討事項>
科学技術の振興に関

する施策の総合的かつ
計画的な推進を図るた
め、国内外の情勢を踏
まえて、科学技術の振
興に関する基本的な計
画（第５期科学技術基
本計画）について調
査・検討を行う。

重要課題専門調査会

•個別テーマとしてタテのテー
マ（２章、３章）を扱う。

エネルギー
次世代
インフラ ・・・

※ ※

＜専門調査会の下に戦略協議会
を設置＞

※ 各協議会の座長、副座長クラスの
有識者が専門調査会 委員を兼任

科学技術イノベーション
政策推進専門調査会

•個別テーマとしてヨコのテー
マ （主に第５期基本計画の
４章、５章）を扱う。

•科学技術イノベーション政
策を俯瞰する視点から、中
期計画である基本計画の推
進とフォローアップ、毎年度
の科学技術イノベーション
総合戦略の策定とフォロー
アップ等を行う。



（参考３） 総合科学技術・イノベーション会議 科学技術イノベーション政策推進専門調査会 委員名簿
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会長 原山 優子 総合科学技術・イノベーション会議議員
久間 和生 同
上山 隆大 同
内山田 竹志 同
小谷 元子 同
十倉 雅和 同
橋本 和仁 同
大西 隆 同

（専門委員）
江村 克己 日本電気株式会社執行役員
五神 真 東京大学総長
新保 史生 慶應義塾大学総合政策学部教授
菅 裕明 東京大学大学院理学系研究科教授
角南 篤 政策研究大学院大学教授・学長特別補佐
玉城 絵美 Ｈ２Ｌ株式会社創業者、早稲田大学助教
野路 國夫 株式会社小松製作所代表取締役会長
濵口 道成 国立研究開発法人科学技術振興機構理事長
林 いづみ 桜坂法律事務所弁護士
林 千晶 株式会社ロフトワーク代表取締役
宮浦 千里 東京農工大学副学長

（アドバイザー）
クリスチーナ・アメージャン 一橋大学大学院商学研究科教授
イリス・ヴィーツォレック IRIS科学・技術経営研究所社長

(平成28年４月１日現在)


